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  ＩＴＳの戦略的国際展開背景 

従来の取組み 
・ＩＴＳ世界会議、ＩＴＳ ＡＰフォーラムを通じて、国際連携、国際交流 

ＩＴＳ ＡＰのあり方検討 
・アジア市場への期待、ＡＰの共通課題への取組み、2013年世界会議での盛上げ 
 
あるべき姿 
・安全渋滞環境課題を解決し、経済成長の実現 
     

・共通基盤の整備と連携 
   ⇒ ＡＰのＩＴＳ導入に向けたガイドラインの作成 
       

・関係組織・機関との連携 
   ⇒   ＡＰの各国政府、国際機関（世界銀行、アジア開発銀行、等）、ＪＩＣＡ、 
            学会（東アジア土木学会、アジア土木学会連合協議会、等） との連携 
       

・教育、人材育成の為の施策（人材交流、研修制度、若手の活用）   
 

戦略的活動へ展開 
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  ＩＴＳの戦略的国際展開背景 

ＩＴＳ世界会議東京を１つのマイルストーンとして 

・アジア・太平洋地域の共同成果であるＩＴＳガイドラインの発表 
    

・アジア・太平洋地域セッションの企画プレゼン 
     

・アジア・太平洋地域からの出展 
     

・アジア・太平洋レセプション 
     

・ＪＩＣＡ研修の企画参画 
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アジアITSワークショップ 
目的  ： ITS 導入に於ける各国/地域の事例(政策、手法等）の共有化を通じて、共通す     
      る課題を抽出し、解決策を探る 
参加者： アジア各国/地域政府（ADB加盟国）および大都市のITS担当官 
      欧米APの交通およびITS関係者、ITSAPメンバー 

第1回 2010年3月8日-10日 於東京、 主催：アジア開発銀行研究所（ADBI) 

第2回 2011年7月20日-21日、於天津（中国）、主催：ADBI、中国交通運輸部 

成果： 各国知見の共有化とＩＴＳガイドラインの必要性 4 



ITS ガイドラインの発表 

ITS Asia-Pacific Board of  Directors 

１）アジア開発銀行研究所（ADBI）との連携により開  
 催した“アジアITSワークショップ（2010.3東京＆  
 2011.7天津）”での議論をベースに、ITS Asia- 
 Pacificのメンバーとの共同により作成 
２）アジア太平洋地域の交通関係の政策立案者が 
 ITSマスタープランを作成するためのガイドライン 

ITS Asia-Pacific Board of Directors  

 

Australia: Dean Zabrieszach 

China: Xiaojing Wang 

Chinese Taipei: S.K.Jason Chang 

Hong Kong,China: Sam Pang 

India: Arosha Ananya 

Indonesia: Bambang Susantono 

Japan: Hidehiko Akatsuka 

Korea: Sim Dubo 

Malaysia: Siew Mun Leong 

New Zealand: Mohammed Hikmet 

Singapore: Mong Kee Sing 

Thailand: Sorawit Narupiti 
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ITS ガイドラインの発表 

• Executive summary  

• Section 1  Introduction  

• Section 2  Outlook 

• Section 3 Approach to transport problems  

• Section 4  Role of ITS and its applications  

• Section 5  Benefit and evaluation of ITS  

• Section 6  Conditions for development  

                                       and deployment of ITS  

• Section 7 Template of ITS Master Plan 

• Appendices  

• ITS Asia-Pacific 

The Contents of ITS Guideline 
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H16：Deliverables from ITS Asia-Pacific Collaboration 

アジア・太平洋セッション 

セッション風景：JICA研修生が多数参加 聴講者 85 ITS ガイドラインの紹介 

・ＩＴＳＡＰ合同で作成したＩＴＳガイドラインの発表 
     

・学との連携 ⇒ アジア土木学協会連合協議会（ACECC）との合同セッション 
      

・アジア各国（フィリピンとタイ）から、マスタープラン、ＩＴＳ導入課題の報告 
      

・アジア開発銀行（ＡＤＢ）から、交通問題およびITSに対する考え方、 
 融資案件の事例紹介、融資に考慮すべき重要事項について報告 
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論議概要 
アジア・太平洋セッション 

Sorawit Narupiti  

Chulalongkorn University,Thailand 

Ricardo G. Sigua  

University of the Philippines 

上條俊介  

東京大学 

赤塚英彦  

ITS Japan＆ITS AP事務局 

Ki-Joon Kim  
Asian Development  Bank 

モデレーター 

S.K.Jason Chang  

National Taiwan University 

Sigua: 今年度作成したITSマスタープランを紹介。ITSマスタプランを実現する上で、官の役割とともに学および民の
巻き込みが重要。近々設立するITSフィリピンが産官学のコーディネーションを行う。 

Sorawit: 最新のITS導入状況の報告、改訂したITSマスタープランについて報告。プロジェクトを継続的に実行する為、
実行責任部署、予算配分の明確化、専門性の強化、産官学の連携が必要。 

Kim: ADBの交通問題、ITSに関する考え方、融資事業の事例、融資に際する要件の紹介。インフラの整備・メンテナ

ンス状況・交通手段・運行手法が各国各様であることの認識が重要。国家ポリシーと制度の整備、人材育成を盛り込
んだITSマスタープランの作成が重要とした。 

上條: 官と学との連携による事例としてActive Traffic Managementを紹介。アジア各国でのITS導入の知見を共有化
して、研究サイドでの取り組みを活性化、促進の仕組みとしてACECCを設立し、活動を推進 

赤塚: AP地域の組織と活動を紹介。 ADBIとの連携して開催したアジアITSワークショップの成果をベースにITSAP
合同によるITSガイドライン作成、ITS推進のキーとなるITSマスタープラン策定をサポートするツールとして提供。 
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出展： 29ヵ国（AP12、欧米17）、 
    238社/団体（日本114、AP44、欧米80） 

ITS Australia 

  

ITS Korea 

  
中国ITS センター合同ブース 

  

ITS台湾合同ブース 

  

ITSアジア太平洋ブース 

  

アジア太平洋地域からの出展 
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アジア・太平洋レセプション 
10月15日（火） 18：00-19：30 場所：アトリウム 
主催： ITS アジア・太平洋組織 

ITS APフォーラム 

オークランド2014   
ITS 世界会議 

メルボルン2016   10 



  

ＪＩＣＡ ＩＴＳ研究会参加（2011年5月～） 
     

・産官学連携により、被援助国におけるＩＴＳ動向、プロジェクト紹介により、 
 参加者戦略に寄与 
      

・研究会による情報提供共有、意見交換（計５回） 
 
       

ＪＩＣＡ 国内支援委員会参画（2012年9月～） 
      

・ＪＩＣＡ活動報告と意見交換（交通関連、ＩＴＳ関連調査） 
      

・産官学の知的ネットワーク強化 
      

・ＪＩＣＡ主催の被援助国でのＷｏｒｋｓｈｏｐへの参画 
        

・世界会議を通じて、被援助国のＩＴＳ研修実施 
 
 
 
 

ＪＩＣＡとの連携 背景 
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  ＪＩＣＡ研修プログラム 

１．準高級向けプログラム 
     

日程  ：2013年10月14日（月）  ～  18日（金） 
     

内容  ：世界会議の主なプログラムへ参加 
      

参加国：JICAがITS分野で支援を実施し、今後、ITS導入の検討が見込める国を選定 
               カンボジア、インド、ケニア、ミャンマー、フィリピン、スリランカ、ベトナム 
       

研修員：７ヶ国 １４名 ITS分野の計画立案に一定の権限や影響力を有する課長以上 
 
 

２．行政官向けプログラム 
     

日程  ：2013年10月14日（月）  ～ 11月8日（金） 
     

内容  ：ITSの全体像や理論の体系的な理解 
              ソフトとハードの関係、技術の長所と短所、導入後の運用体制・管理に留意 
     JICA研修センターでの講義、世界会議を含む現場見学など 
      

参加国：ブラジル、コートジボアール、インド、インドネシア、ケニア、ミャンマー、 
      フィリピン、サウジアラビア、スリランカ、ベトナム、パキスタン 
研修員：１１ヶ国 14名  道路交通の実務経験５年以上  12 



ＪＩＣＡ研修プログラム 準高級 
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ＪＩＣＡ研修プログラム 行政官 
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ＪＩＣＡ研修プログラム 準備 

オリエンテーション 
ビジネスマッチング 
食事・休息 
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ＪＩＣＡ研修プログラム 準高級 
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②オリエンテーション ② 展示会場ツアー 

年月 時間 内容 

① 10月14日（月） 15:00 オープニングセレモニー 

② 10月15日（火） 15:00 オリエンテーション 展示会場ツアー 

③ 18:00 Asia Pacificレセプション 

④ 10月16日（水） 19:00 Galaディナー 

⑤ 10月17日（木） 9:00 Showcase（３極自動運転デモ） 

⑥ 14:00 ＨＳ１６（Deliverables from ITS Asia-Pacific Collaboration)聴講 

⑦ 15:30 ビジネスマッチング（自由参加） 

 ①ウェルカムレセプション 



ＪＩＣＡ研修プログラム 準高級 
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⑤ Galaディナー 

⑦ ビジネスマッチング 

 ③Asia Pacificレセプション 

⑥ HS16聴講 



ＪＩＣＡ研修プログラム 行政官 
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ＪＩＣＡ研修プログラム 行政官 
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10月17日（木） 

時間 内容 

① 09:30 オリエンテーション（ITS Japan概要、ITS 世界会議概要他） 

② 10:00 展示会場ツアー（常任理事会社、訪問予定企業） 

③ 14:00 ＨＳ１６（Deliverables from ITS Asia-Pacific Collaboration)聴講 

④ 15:30 ビジネスマッチング（自由参加） 

① オリエンテーション ② 展示会場ツアー 



ＪＩＣＡ研修プログラム 行政官 
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③ HS16聴講 ④ ビジネスマッチング 



ＪＩＣＡ研修プログラム 行政官 
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11月7日（木）：最終成果（カントリーレポート）発表 

11月8日（金）：評価会／閉講式 

 ・東京大学、JICA、ITS Japan国際委員会他関係者の協力によって成功裏に終了 

 ・研修員は、プログラムの一環としてITS世界会議に参加し、多くのITS関係者と 
  情報交換できたことを実感 
   ・参画企業からもよいフィードバック 
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  ま と め 

世界会議の活動を通じて 
      

・アジア太平洋各国を巻込んだ 「ＩＴＳ ＡＰ開催の世界会議」の実現    
 ・アジア・太平洋地域の共同成果であるＩＴＳガイドラインの発表   
 ・アジア・太平洋セッションの企画プレゼン    
 ・アジア・太平洋からの出展  
 ・アジア・太平洋レセプション 
 ・ＪＩＣＡ研修の企画参画 
 
ＩＴＳの戦略的国際展開を通じて 
    

・日本の総合力の結集が必要 
・各国の事情（環境、文化、財政）を鑑みたWay of Thinkingが必要 
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  ITSの戦略的国際展開 

御清聴ありがとうございました。 
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